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資料４



１．目指す姿

各主体win-win関係の実現（プラの例）

公益財団法人 日本容器包装リサイクル協会HPをもとに作成

わかりやすさ
負担軽減 選別等負担減

残渣減
品質向上

高度リサイクル環境負荷低減
社会的コスト減少

特定事業者
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２．目指す姿実現に向けたリサイクル
システムの考え方（一例）

汚れ少ない
（ＰＥＴキャップ・外
装フィルム等）

材料

リサイクル

新しい

回収方法

固形食品の

包装材等

ケミカル

リサイクル

容リ協
ルート

水分・油分の多い

食品の包装材
熱回収

生ごみと

同時処理

高度

リサイクル

選別削減

から不要へ

この事例にはメリットがあるが、課題もあることも認識している。
たたき台にして各主体連携し知恵を出し合いより良い制度を目指したい。

わ
か
り
易
い
分
別
方
法
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３．自治体との協働での啓発活動

容器包装に係る環境負荷・社会コストの低減

事業者

市 民

自治体

環境配慮設計の
推進

環境配慮設計の
推進

・廃棄量の削減
・ベール品質向上
・廃棄量の削減
・ベール品質向上

・廃棄量の削減
・分別しやすく
・廃棄量の削減
・分別しやすく

事業者

市 民

自治体
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